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オトヒメノハナガサ（腔腸動物ヒドロ虫目）の観察

大 森　 信 ＊I

ヒドロ虫順の個虫（ポりプ ）としては世界忌大のオトヒメ ノハナガサＳ，。。εゐｉ －

ｇｒjnx 加 ぷimperator を柑模湾小ｍ 原沖の水深580m の海底で発見し（rしんかい

2000 亅昭和60 年度 第 ７回 潜航）， 沿水鯛査船を真際|こ停めて生体の観察をした。

本穩が英国 のチ ャレ ンジャー号による世界周航の際，房総半島沖合ではじめて採集

されて から 】10年目 のことであ る。今回 見た ものは ヒドロ茎の長さ約75cI ，ヒド

ロ花 のlil径7.  5 o・で あ った。 本価はSuspension  feeder と同時|て肉 食性でもあ･，

て。ハダカイワシの一極とみられる幼魚が牋食される様子をビデオ扱影することが

できた。 また触手の基部には紅 色の共生性のエ ピが生息していた。

Observation  of the giant hydroid,Branchiocerianthus  imperator,

in  Sagami  Bay,  Japan

Makoto  Omori

The  largest known  solitary  hydroid,  Branchiocerianthus  imperaior

(Allman,  I8S5),  was  first collected on  June  17,  1875,  with a trawl net off

Boso  Peninsula  on  the Pacific coast of  Japan during  the Challenger  Expedi-

On  Jane  21, 1985%  110  years after its discovery, a living specimen  was

observed  tor the  first time,  using  the  submersible  "Shinkai  2000".  The

species is a suspension  feedei and  a carnivore, a  symbiotic shrimp  was found

associated with it.

ヒドロ虫順の巾でポリプが最も大きいことで知

られるオトヒメノハナガサBranchioceriant,ね匹

,･取加＼rator (Allman) は1885 年11 月17 日．月本

寄港を終えたばかりのチャレンジャー号によって

房総半島沖で採梨されたのが最 叨であ る。 その異

當な大きさは 当時 のヨーロッパの研究 者R: 驚きを

与え ，jWQ2,ｇａμygjllｓ鈿ｎ２ａｒ”と名ずけられた本

穗について， その後多 くの形態学的あ るいは生物
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地哩 学的 研究がなされた。これまで, 本種は インド

西太平洋の 水深50m( 東支那海) から5307m  (西

太平 洋) までの海底から得られているが， 自然条件

下での生活の様子|こついては何一つ わかってい な

い｡2'sl

rしんかい20()0JI こよる相模 湾小田原沖での 潜

航調査( 第179 潜航，1985 年 ６月21 日) で，本

種が水深580m の砂泥底lこ生息するのを見つけ，

真際に潜水調査船をとめて1306 時 から35 分間 ，

はじめて詳細に生体の目視観察を行い，合 わせて

ステレオカメラと ビデオカメ ラで撮影した。観察

地点 は34 ° 13.5'N,  139 °12.CE であ る。

観察結果

海中におけ るオトヒメノハ ナガ サの写真を図 】

に示す。単体のヒドロ虫は地中をはうヒドロ根，

その上に立つ茎状の ヒドロ茎。その先|こつ くヒド

ロ花 （ポリプ） からなる。現場には常に秒速5 ～

10m 程度の流れがあって，ヒドロ茎はその 先端か

ら％位の ところで流れの下方に傾 き， まがってい

た。 ヒドロ茎の長さは約?5cn で，地物 に近いとこ

ろで 直径約4cl にふくらんで いる。 ヒドロ花は左

右相称で ，その上端で斜めにヒドロ茎に接し，基

部は円盤状で長径約75cllであった。 ヒドロ花の周

囲には長い糸状の反口触 手が約135 本並ぷか，上

端で は触手の問 が離 れる。触手は最も良いもので

15cl 筐あり，全て流れの下方に向くが，その半分

位のところで大 きく外側に。つ まり流れの方向IC

ほぼ直角Ｒ:閧いて， 水中 に漂う栄饗物質を抽獲し

ているのが観察された。 ヒドロ花の中央 やや下方

に偏って口丘が隆 起して，匚】が開 き，そのまわり

Sこは短い糸状の口触 手が密生してい た。 ヒドロ花

の周縁の反 囗触 手の 基部と口 丘の間 にはハ ナヤサ

４状の生殖体が発育するが。こ れも囗丘を完全に

は取り囲 まず， 上端 で分離して いた。ヒドロ花と

生殖体の色はやゝ赤みのあ るオレ ンジ色，|コ部と

囗触手はうすいオレンジ色で。 ヒドロ茎は乳白 色

であった。

桐

オトヒメノ/ヽ ナガサの 全体は, あたかも大 きいオ

レン ジ色の花を開 いた水仙のよ うにみえ， まわり

Ic は懸濁物が雪のよ うに潮下方向に浤れて いた･

反 囗触手に接 触した懸濁物は，その まま外に捨て

られたり’，内 側の囗触手 に渡されて口に迦ばれた。

そ のうちに，/ ダヽカ イワシ(Dtafikusffii) の一種

と 思われる体 長15 ～20 － の 幼魚が捕獲されるの

が みられたが。幼魚はあ たかも ヒド ロ花に飛込む

よ うにして，反囗触手に触れないで，口触手|と捕

え られた。この場 合，捕獲を励けるような水流は

観察されず，幼魚 の働き から捕獲の機構を明らか

に することはできなかった。触手にからまうて徴

しく動いた幼魚は,約90 秒 後にはその働きをILめた。

おそらく剌胞内の 刺糸 り゚こよ って麻痺さ せられた

もので あろう。や がて。 餌は口に運ばれた。

反囗触手の基部に大きいハ サ ミをもった赤 い共

生性の エピかみられた。体長は13 ｓ 前後でその形

態 からカ クレエビの仲間（ａyａｆ崗ａ囎yjQ2属あるい

は 凡ｎｌｃyi咽１郊gj屆 ）と判断 した。
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Plate 1. Branchiocerianlhus  imperator (Allman)  in Sagami  Bay, Japan
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